


市立前橋高のめぶき
教育を通じて地域活性化へ

　今、市内２つの学校での学びが全国から注目を集めています。市立前橋高は「第９
回キャリア教育推進連携表彰」の優秀賞を受賞、駒形小ＰＴＡは「第13回キャリア教育
優良教育委員会、学校及びＰＴＡ団体等文部科学大臣表彰」で表彰されました。

　ここでは市立前橋高が取り組む地域活性化プロジェクト「めぶく」に注目。これから
の教育手法、キャリア教育による進路指導を紹介します。

進路決定までの道のり

1 2
これまでの「進路指導」（職業逆算型の出口指導）

これからの「進路指導」（進路探究型の学び指導）

なりたい職業の選択 そのために必要な
学部の選択

身近な社会の課題探究 興味ある学びの発見

進路希望の
決定

1 2

3

キャリア教育とは？

　社会的・職業的自立に必要となる基
礎を伸ばして、一人一人の勤労観・職業
観の形成を促す教育です。自分らしい
生き方を、自分の力で選べることを目指
します。

キャリア教育推進連携表彰とは？

　教育関係者や行政、地域、社会（ＰＴＡやＮＰＯ）、
企業などが連携・協働して行う「生きた学び」を奨励
し、全国に普及する目的で経済産業省と文部科学省
が平成23年度に共同で創設した表彰制度。学校を中
心としたキャリア教育の推進を目指します。

問 市立前橋高 ☎０２７‐231‐2738

2広報まえばし　令和２年２月 15 日号



1 まちなかでの取材や企業訪問 2 模擬市長選挙 3 市議会議員との討論会 4 模擬議会
まちなかの商店や市内約30社の企
業などが1年生の取材に協力。さま
ざまな生き方を直接調べに行き、自
分自身の興味を探ります。

フィールドスタディ協力企業　大募集！

問 産業政策課 ☎027-898-6985
市立前橋高の生徒が市内企業に直接訪問
するフィールドスタディ。この活動への協力
を希望する市内企業を随時募集していま
す。詳しくは産業政策課まで問い合わせてく
ださい。

前橋活性化への課題解決策を2年
生が提案。市長候補役の大学生と
立会演説会に臨みます。1年生も市
民として参加し、投票します。

模擬議会の事前学習として、代表質
問の流れなどを市議会議員から直
接学びます。質問内容のアドバイス
も受けます。

2年生が議員役になって市に質問。
高校生ならではの視点で質問・提案
し、それに対して市長や担当部長が
答えます。

受け入れ企業

生徒

先生

市立前橋高　２年
時田 幸弥さん　石原 弦真さん

ソウワ・ディライト
代表取締役　CEO

渡邉 辰吾さん

市立前橋高　進路指導主事
田崎 潤さん

興
味
関
心
の
芽
を
伸
ば
し
て
花
に

　
市
立
前
橋
高
で
昨
年
度
か
ら
取
り
組

む
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
め
ぶ

く
」。
学
年
ご
と
に
到
達
目
標
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
1
年
生
は
企
業
経
営
者

講
演
会
や
中
心
商
店
街
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
企
業
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

を
通
じ
て
、
前
橋
の
課
題
に
向
き
合
い

ま
す
。
2
年
生
は
そ
の
解
決
策
を
仲
間

と
協
議
し
、
模
擬
市
長
選
挙
や
模
擬
議

会
、
ま
え
ば
し
学
校
フ
ェ
ス
タ
な
ど
で

提
案
・
発
表
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
❶
社
会
形
成
参
画
意

識
の
向
上 

❷
主
権
者
と
し
て
の
あ
る
べ

き
姿
勢 

❸
前
橋
の
元
気
な
大
人
た
ち
と

の
出
会
い
が
得
ら
れ
、
前
橋
を
支
え
る

人
材
へ
の
成
長
が
期
待
で
き
ま
す
。

つ
な
が
り
を
支
え
る
学
校
に

　
　

市
立
前
橋
高
は
地
域
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
め
ぶ
く
」
を
通
じ
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
開
か
れ
た
学
校
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
行

わ
れ
て
い
る
産
学
連
携
授
業
の
よ
う

に
、
企
業
や
地
域
社
会
、
行
政
、
大
学

と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
前
橋
市
が
設
置

す
る
唯
一
の
高
校
と
し
て
、
さ
ら
に
地

域
に
根
ざ
し
た
高
校
へ
と
進
化
し
続
け

ま
す
。

市立前橋高が取り組む地域活性化プロジェクト「めぶく」

　お店や企業への取材は一人ではなかなかで
きないので、仲間と一緒に取材できてよかった
です。そこで働く人たちの声を実際に聞いたこ
とで、今まで通り過ぎていた景色が変わって見
えるようになりました。
　また、調べたことをまとめて発表する機会が
何度かあるので、みんなの前で発表すること
に自信が付きました。

　地域の人や働く大人たちとのつながりは座学
だけでは得られません。人とのつながりを作って
いくことは人間的な成長につながると考えていま
す。生徒たちがこれから進学や就職をして大人に
なっていく中で、ここで得た経験が生きるのでは
と期待しています。市外に活躍の場が移ったとし
ても、自信を持って故郷のことが分かる・話せる人
になってくれたらうれしいですね。

　前橋で働く理由や前橋の魅力
についてたくさん質問をいただ
きました。
　勉学に励むだけでなく、地域の
ミライ予測を行った上で自分自身
に何ができるかを考えられるのは
素晴らしい事です。
　これからも皆さんの社会参画
を期待しています。
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田
口
町
の
小
高
い
丘
に
建
つ
大
き
な

木
造
建
築
、
塩
原
家
住
宅
。
12
月
27
日
、

こ
の
塩
原
家
住
宅
が
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
阿
久
沢
家
住
宅
、

臨
江
閣
に
続
き
３
件
目
の
指
定
で
す
。

　　
明
治
時
代
、
前
橋
は
生い

と糸
の
町
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
塩
原
家
で
は
明
治

14
年
頃
か
ら
蚕
種
業
を
開
始
。
蚕
を
製

造
、
そ
の
卵
を
養
蚕
農
家
に
販
売
し
、

前
橋
だ
け
で
な
く
県
内
の
蚕
種
業
界
を

け
ん
引
し
ま
し
た
。

　
塩
原
家
住
宅
は
大
正
元
年
頃
に
竣
工

さ
れ
た
建
物
。「
塩
原
亦ま
た

」
と
い
う
一
大

品
種
を
生
み
出
し
て
全
国
的
に
名
を
は

せ
た
、
初
代
塩
原
佐
平
の
居
宅
兼
蚕
室

と
し
て
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
32
年

に
は
塩
原
蚕
種
株
式
会
社
の
主
屋
に
な

り
ま
し
た
。

　
１
階
に
居
住
部
分
を
集
約
し
、
２
階

と
３
階
を
養
蚕
、
蚕
種
製
造
に
特
化
し

て
い
る
の
が
主
屋
の
特
徴
。
１
階
に
は

生
活
空
間
の
他
に
接
客
間
が
あ
り
、
高

価
な
材
料
や
工
夫
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
２
階
３
階
に
は
広
大
な
空
間

が
。
蚕
種
の
交
雑
防
止
や
雌
雄
別
々
に

羽
化
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
さ
れ
た
作

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
木
造
瓦
ぶ
き
で

３
階
建
て
の
こ
の
主
屋
は
、
同
様
の
建

物
と
比
べ
県
内
最
大
級
と
い
え
ま
す
。

　
敷
地
内
に
は
家
柄
を
示
す
土
蔵
や
屋

敷
社
の
稲
荷
社
、
蚕
種
保
護
室
・
冷
蔵

庫
な
ど
の
建
物
も
。
ま
た
、
蚕
種
関
係

の
文
書
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
重
要
文
化
財
指
定
で
は
、
蚕

種
製
造
の
特
色
や
工
程
を
伝
え
る
一
連

の
建
物
を
残
し
、
高
い
価
値
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
生
糸
の

町
と
し
て
栄
え
た
前
橋
で
す
が
、
現
在

は
そ
の
面
影
を
残
す
も
の
が
減
少
。
塩

原
家
住
宅
は
当
時
を
知
る
た
め
の
貴
重

な
場
所
で
す
。
こ
の
歴
史
的
価
値
と
記

憶
を
、
次
世
代
に
残
し
て
い
き
ま
す
。

生
糸
の
町
前
橋
を
支
え
た

塩
原
家
住
宅
が
国
の
重
要
文
化
財
に

問 

文
化
財
保
護
課 

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１

※
個
人
住
宅
の
た
め一般
公
開
は
し
て
い
ま
せ
ん

玄関に飾られた蚕蛾
が

と繭の
彫刻

２階内部。間仕切りの跡や室名札が
残っている

写真左の土蔵は内部に火災の痕が残る。稲荷社は
本格的な造りで、当時の塩原家の勢いを示す
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　前橋学市民学芸員養成講座を開催。本市の歴史上
の人物などを学びます。修了後は歴史ガイドや資料調
査などを行います。詳しくは問い合わせるか本市ホー
ムページをご覧ください。（関連記事10ページ）
日時＝５月７日〜９月10日の木曜16回、19時〜20時
30分
会場＝総合福祉会館
対象＝市内在住・在勤で講座修了後の活動ができる
人、先着30人
申し込み＝２月25日㈫９時〜４月17日㈮17時に文化
国際課へ

第８期前橋学市民学芸員養成講座
期日 テーマ

５月７日㈭ 開講式／「前橋学」入門
５月14日㈭ 引っ越し大名・松平大和守家と墓
５月21日㈭ 前橋ゆかりの画家
５月28日㈭ 山王廃寺は放光寺
６月４日㈭ 藩営前橋製糸所創業１５０年

６月11日㈭ 上毛新聞創業者・篠原叶
６月18日㈭ 剣聖・上泉伊勢守

６月25日㈭ 酒井忠清と厩
うまや

橋－申渡状109通を読む
７月２日㈭ 大室古墳群
７月９日㈭ 前橋四公と前橋二尊

７月16日㈭ 古文書に親しむ
７月30日㈭ 前橋空襲と復興
８月６日㈭ 前橋ゆかりの詩人・文学者

８月20日㈭ 学芸員実技実習編
８月27日㈭ 先覚・先哲紙芝居
９月10日㈭ 修了式

問 文化国際課 ☎０２７‐８９８‐６９９２

ガイドや調査員として活躍を
前橋の歴史伝える担い手募集

ホームページは
こちら

　
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
の
ホ
ー
ム
戦
全

21
試
合
で
使
え
る
キ
ッ
ズ
パ
ス
を
市
内

小
学
生
に
配
布
し
ま
す
。
キ
ッ
ズ
パ
ス

配
布
は
民
間
共
創
事
業
の
一
環
で
、
ザ

ス
パ
が
行
う
地
域
貢
献
活
動
。
キ
ッ
ズ

パ
ス
申
込
書
は
学
校
を

通
じ
て
配
布
。
申
込
書

に
記
入
し
、
試
合
開
催

日
に
前
橋
キ
ッ
ズ
パ
ス

コ
ー
ナ
ー
で
キ
ッ
ズ
パ

ス
と
専
用
ホ
ル
ダ
ー
に

引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

初
回
引
き
換
え
時
に
は
、

こ
ろ
と
ん
と
ザ
ス
パ
の

コ
ラ
ボ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
数
量
限
定
）。

　
ま
た
、「
卒
業
お
め
で
と
う
!!
特
別
企

画
」と
し
て
、現
在
の
小
学
６
年
生
を
２・

３
月
開
催
の
ホ
ー
ム
戦
４
試
合
に
無
料

招
待
し
ま
す
。

全
ホ
ー
ム
戦
に
小
学
生
を
無
料
招
待

み
ん
な
の
声
援
が
選
手
の
力
に

問 

未
来
の
芽
創
造
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
１
３

ⓒTHESPA

ザスパクサツ群馬　ホーム戦開催日
開催日 対戦相手 開催日 対戦相手

２月23日㈰ アルビレックス新潟 ６月28日㈰ レノファ山口FC
３月８日㈰ アビスパ福岡 ７月19日㈰ モンテディオ山形

３月18日㈬ FC琉球 ８月10日㈪ ジェフユナイテッド千葉
３月29日㈰ ジュビロ磐田 ８月30日㈰ 京都サンガF.C.
４月17日㈮ ツエーゲン金沢 ９月20日㈰ V・ファーレン長崎
４月29日㈬ ギラヴァンツ北九州 ９月26日㈯ FC町田ゼルビア
５月２日㈯ 栃木SC 10月４日㈰ 徳島ヴォルティス

５月10日㈰ ファジアーノ岡山 10月18日㈰ 松本山雅FC
５月24日㈰ 大宮アルディージャ 10月31日㈯ 愛媛FC
６月６日㈯ 水戸ホーリーホック 11月15日㈰ ヴァンフォーレ甲府

６月14日㈰ 東京ヴェルディ ※会場は全て正田醤油スタジアム群馬（敷島町）

詳しくは公式
ホームページで

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30035



水谷 修さん
撮影　疋田 千里

金原亭世之介さん

　夜回り先生こと水谷修さ
んを講師に迎え、人権・同和
問題講演会を開催。「今、あ
なたに伝えたいこと〜かけ
がえのない命について」と題
し、子どもたちが直面するさ
まざまな問題について講演
します。手話通訳と要約筆
記があります。

日時＝２月22日㈯13時30分〜15時30分
会場＝総合福祉会館
対象＝一般、先着５００人
申し込み＝当日会場へ直接

臨江閣で
ひな祭りを楽しもう

　桃の節句に合わせて、臨江閣で開催中のひな人形展
関連イベントを実施します。
期日＝３月１日㈰
会場＝臨江閣
● 箏

こと
演奏

　ひな祭りにちなんだ曲を演奏します。
時間＝11時・13時45分
● 講演
　人形職人の田島祐幸さんを講師に迎え、ひな人形につ
いて講演します。
時間＝13時
● 体験コーナー
　繭クラフト体験と折り紙でひな人形作りをします。
時間＝10時〜12時・13時〜15時
申し込み＝当日会場へ直接

問 文化財保護課 ☎０２７‐２８０‐６５１１

夜回り先生を講師に
子どもを取り巻く問題考える

金原亭世之介さん
落語ー春を呼ぶ人情噺

　伝統的な日本話芸の一つ、落語。俳人、ミュージシャ
ン、舞台とマルチに活躍する落語家、金原亭世之介さ
んを迎え、落語の一席と落語の魅力についての公演を
行います。
日時＝３月21日㈯14時
会場＝前橋文学館
対象＝一般、先着１００人
出演＝金原亭世之介さん、
金原亭駒平さん、文学館長・
萩原朔美
費用＝１，０００円
申し込み＝２月22日㈯から
同館へ

問 社会福祉課 ☎０２７‐８９８‐６１４２ 問 前橋文学館 ☎０２７‐２３５‐８０１１
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野菜コロコロピザ
（小学生の部 市長賞受賞作品）

カブとキュウリのさっぱり夏風味
（中学生の部 市長賞受賞作品）

小中学生が考案
オリジナル野菜レシピが決定

　前橋と高崎で連携して行っている、噛
か

むカムレシピコ
ンテスト「野菜を食べよう！ベジリンピック３

さんごーまる
５０」の受賞

作品が決定。両市の小中学校から１，４３４点の応募があ
りました。受賞作品の全レシピは本市ホームページで
公開しています。

問 健康増進課 ☎０２７‐２２０‐５７８３

力作が勢ぞろい
前橋市民展を開催

市営有料自転車駐車場
来年度の定期利用者を募集

　前橋市民展を開催。日頃の創作活動の成果として出
品された、さまざまな芸術作品を展示します。
日時＝〈美術〉２月27日㈭〜３月１日㈰〈写真〉３月５日
㈭〜８日㈰〈書道〉３月12日㈭〜15日㈰、10時〜17時
30分
会場＝昌賢学園まえばしホール

　市内ＪＲ各駅にある市営有料自転車等駐車場の、来
年度の定期利用の申し込みを下表のとおり受け付け
ます。詳しくは各駐輪場へ問い合わせるか、本市ホー
ムページやまちづくり公社ホームページをご覧くださ
い。なお、セントラルサービス新前橋駅東口自転車駐
車場の管理員の滞在時間は６時から10時までと、15時
から19時までです。
用意する物＝駐車使用料と学生は学生証か
合格通知書

問 生涯学習課 ☎０２７‐２１０‐２１９８ 問 各自転車等駐車場管理室

駐輪場定期利用募集一覧
JR各駅駐輪場 車種 申し込み

前橋駅西側
☎027-243-3258 自転車

3月1日㈰〜31日㈫、
７時〜21時

前橋駅東側
☎027-243-3257

自転車
原付自転車
自動二輪車

駒形駅南口
☎027-267-0229

群馬総社駅前
☎027-254-1077

新前橋駅東口
☎027-253-4556

3月11日㈬〜4月10日㈮、
6時〜10時・15時〜19時

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30037



市民が作る
市民編集
のページ
Vol.134

　平成30年度からスタートした、市民編集委員「ワカモノ記者」第２期メン
バーの活動。日本語学校や赤城山、地域おこし協力隊、フードバンク…。市
内のさまざまなモノ・コトについて取材を行い、私たちにその魅力を伝えて
くれた彼らが、活動の任期を迎えました。
問 市政発信課 ☎０２７‐８９８‐５８４７

　取材へ行き、編集をするという
貴重な体験ができてよかったで
す。取材をとおして、多くの企業や
団体が前橋への強い想いを持っ
ていることを知り、その想いが今

後の前橋の活性化につながるのだと思いました。
　また、友人や知人からの「広報みたよ！」という言
葉が活動の原動力となっていました。活動終了後
も、前橋の魅力を多くの人に伝えていきたいです。

　取材をとおして、前橋の新たな
一面を知ることができました。ま
た、普段出会う機会がない人 と々
交流することができました。前橋
には多種多様な活動をしている

人々がいて、みんな違う方面から前橋に活気を与え
ていると感じました。これからも、前橋の魅力を自ら
行動して見つけていきたいと思います。

　初めの頃はメモを取って取材
をし、記事を書くことが難しかった
けれど、取材を重ねると記事を書
くのが楽しくなってきました。記事
の作成を通じて読み手を意識し

た記事を書くように努めるようになり、普段文章を書
く際にも生かすことができました。また、活動を通じ
て前橋市を深く知ることができ新たな発見をするこ
とができました。

　期待と緊張が入り混じりワクワ
クした気持ちで臨む取材では、毎
度、前橋を大切に想う人とのすて
きな出会いがあり、今まで気付くこ
とのなかったまちの新しい側面に

触れることができました。また、原稿作成を通じて自
分の言葉で前橋の魅力をつづり伝えることができる
この活動に大きな責任と喜びを噛みしめ、取り組み
ました。そして、前橋のまちづくりに関わりたいという
思いがより一層強くなりました。

２年間の活動を振り返って

熊木 奏来

吉田 裟野 髙橋 梨華

安済 茜

広報まえばし　令和２年２月 15日号 8



　２年の活動を終えてまず思うこ
とはあっという間だったなというこ
とです。毎回さまざまな体験がで
きました。そしてたくさんの前橋の
魅力に気付き、貴重な経験となり

ました。このような経験ができたのもたくさんの人の
協力があったから。感謝の気持ちでいっぱいです。

　前橋で行われている私の知ら
ない活動について、間近で経験
談を聞くことができこれまでにな
い貴重な体験をしました。私たち
ワカモノならではの視点と、年齢

の違う方々からの視点、さまざまな視点で前橋の素
晴らしさを学びました。たくさんの人が地域に興味を
もって知っていってほしいと思います。

　自分自身がワカモノ記者という
立場になったことで、以前にも増
して前橋に興味を持ち、郷土愛
が強くなりました。ワカモノ記者と
しての活動は終わりますが、今後

も一市民として前橋の魅力を見つけていきたいと思
います。

　取材をとおして前橋の魅力や
地域ならではの取り組みに触れる
ことができました。自分は県外出
身でしたが、取材をする前よりもさ
らに前橋のことが知れて、この街

を好きになれたと思います。ワカモノ記者の活動は終
わってしまいますが、個人でも生活の中で前橋の魅
力を見つけていきたいです。

任期＝令和４年３月31日㈭まで
対象＝市内在住・在勤・在学の18歳〜29歳で、初
回研修会に参加できる人、10人程度（選考）
その他＝無報酬のボランティア
申し込み＝３月15日㈰までに郵送で。住所・氏名・年
齢（学生の場合は学校名と学年）・電話番号・メール
アドレスと応募の動機（400字以内）を記入し、市役
所市政発信課（☎027-898-5847）へ。または

 shiseihasshin@city.maebashi.gunma.jpで

　広報まえばしで、市内のさまざまなモノ・コトを若者目
線で取材し、情報発信するワカモノ記者を募集。取材や
月１回程度開催する編集会議に参加し、広報紙編集に
携わったり、ＳＮＳでの情報発信をしたりします。
　事前に参加者向けの研修会も開催。文書の書き方
や写真撮影などの基本を学びます。また、取材には職員
が同行。編集などの経験がなくても安心です。活動予定
や内容など、詳しくは本市ホームページを
ご覧ください。

第３期メンバー
募集！

になりませんか

品川 亜衣

松永 晨人 千葉 友理香

小内 香生流

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30039
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C I T Y  W A T C H I N G

　
「
地
元
を
知
る
こ
と
が
、
地
元

愛
に
つ
な
が
る
。
そ
の
気
持
ち
を

大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
」

　

前
橋
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、

そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
担
い
手
、

前
橋
学
市
民
学
芸
員
。
丸
山
さ
ん

は
学
芸
員
と
し
て
歴
史
ガ
イ
ド
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
。

　
「
元
々
歴
史
が
好
き
で
、
地
元

を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
学

芸
員
に
な
り
ま
し
た
。
講
習
や
活

動
を
通
じ
て
、
新
た
な
前
橋
の
一

面
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

市
内
の
歴
史
的
名
所
を
案
内
す

る
ガ
イ
ド
の
活
動
が
お
気
に
入
り
。

　
「
ガ
イ
ド
す
る
時
は
、
そ
の
場

所
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
勉
強
し
て

か
ら
臨
み
ま
す
。
私
が
一
方
的
に

話
す
の
で
は
な
く
、
参
加
者
の
話

も
聞
き
出
し
て
、
対
話
し
な
が
ら

の
案
内
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　

ガ
イ
ド
に
は
市
内
か
ら
の
参
加

者
が
多
い
と
い
う
。

　
「
ガ
イ
ド
と
い
う
と
観
光
客
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
私
は

地
元
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
の
も

う
れ
し
い
。
今
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
地
元
の
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
が
、
地
元
へ
の
誇
り
や
愛
着

に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
前
橋
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も

聞
い
て
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ

う
、
新
し
い
学
び
や
発
見
を
楽
し

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

丸
山
さ
ん
が
伝
え
る
前
橋
の
新

た
な
顔
。
地
元
愛
は
こ
れ
か
ら
も

広
が
っ
て
い
く
。

（
関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ
）

　

　

前
橋
文
学
館
長
の
萩
原
朔
美
が

著
名
人
と
対
談
。
さ
ま
ざ
ま
な
領

域
で
活
躍
す
る
館
長
が
各
界
の
人
々

と
あ
れ
こ
れ
語
り
合
い
ま
す
。
今

回
は
、
文
学
館
で
開
催
中
の
企
画

展
「
怖
い
を
愛
す
る
―
映
画
監
督
・

清
水
崇
の
世
界
展
」
関
連
イ
ベ
ン

ト
「
怖
さ
と
笑
い
は
紙
一
重
」
で

の
、
清
水
崇
監
督
と
映
画
評
論
家

の
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
佐
藤
さ
ん
と
の

鼎て
い

談だ
ん

前
編
を
お
届
け
し
ま
す
。

萩
原
（
以
下
Ｈ
）　

清
水
監
督
の

映
画
は
扉
が
多
く
出
て
き
ま
す
よ

ね
。
扉
を
開
け
る
の
が
怖
く
な
り

ま
す
。

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
佐
藤
（
以
下
Ｖ
） 

分
か
り
ま
す
。
あ
と
、
必
ず
子
ど

も
が
出
て
き
ま
す
よ
ね
。

清
水
（
以
下
Ｓ
） 

子
ど
も
っ
て
、

自
分
も
子
ど
も
の
時
代
を
経
て
き

て
い
る
は
ず
な
の
に
な
ぜ
か
理
解

で
き
な
い
。
そ
の
辺
を
分
か
り
た

い
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

Ｈ　

男
の
幽
霊
は
出
て
こ
な
い
で

す
よ
ね
。
髪
の
毛
が
長
い
。

Ｓ 

僕
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
圏

の
お
化
け
は
そ
れ
が
多
い
ん
で
す

よ
ね
。

Ｖ　

前
橋
に
そ
の
思
い
出
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｓ　

か
も
し
れ
な
い
で
す
ね

（
笑
）。
で
も
実
際
、
怖
い
こ
と
を

描
く
の
も
、
原
点
は
幼
少
期
。
生

ま
れ
育
っ
た
家
の
階
段
の
あ
そ
こ

に
…
と
か
。

Ｖ　

枯
渇
し
な
い
と
こ
ろ
が
す
ご

い
で
す
よ
ね
。
ア
イ
デ
ア
が
み
な

ぎ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

Ｓ　

子
ど
も
の
時
は
怖
が
り
だ
っ

た
ん
で
す
け
ど
ね
。
乗
り
越
え
た

い
ん
で
す
か
ね
（
笑
）。
怖
が
り

だ
っ
た
か
ら
、
怖
が
ら
せ
る
側
に

回
れ
ば
自
分
が
怖
い
体
験
を
せ
ず

に
済
む
と
い
う
の
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
時
か
ら

あ
れ
や
っ
て
み
て
、
と
周
り
に
指

示
を
出
し
て
い
ま
し
た
ね
。

Ｖ　

子
ど
も
の
時
か
ら
監
督
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。

（
４
月
１
日
号
へ
続
く
）

vol.17

　

新
た
な
学
び
や
知
識
を
地
元
愛
に

前
橋
学
市
民
学
芸
員

丸
山 

裕
さ
ん
・
68
歳

鳥
取
町

問前橋文学館 
☎ 027-235-8011

萩原朔美
河畔奇譚

左から萩原朔美、ヴィヴィアン
佐藤さん、清水崇さん

広報まえばし　令和２年２月 15日号 10



C I T Y  W A T C H I N G

CLOSE UP
クローズアップ

も
聞
き
出
し
て
、
対
話
し
な
が
ら

の
案
内
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　

ガ
イ
ド
に
は
市
内
か
ら
の
参
加

者
が
多
い
と
い
う
。

　
「
ガ
イ
ド
と
い
う
と
観
光
客
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
私
は

地
元
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
の
も

う
れ
し
い
。
今
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
地
元
の
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
が
、
地
元
へ
の
誇
り
や
愛
着

に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
前
橋
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も

聞
い
て
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ

う
、
新
し
い
学
び
や
発
見
を
楽
し

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

丸
山
さ
ん
が
伝
え
る
前
橋
の
新

た
な
顔
。
地
元
愛
は
こ
れ
か
ら
も

広
が
っ
て
い
く
。

（
関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ
）

赤城山で楽しむ銀世界
　２月１日、赤城山雪まつりを
開催しました。今年は暖冬とい
われていますが、赤城山は一面
銀世界。大沼、第１スキー場、
赤城少年自然の家、白樺牧場の
４つのエリアで、ワカサギ釣り
やスキー教室などを実施。訪れ
た人々は、さまざまな遊びや体
験で冬を楽しんでいました。

好みの時代小説語らう

ひな飾りが臨江閣彩る

　１月28日、図書館でおしゃべ
りリプロを開催しました。リプ
ロとは、テーマに沿った本を持
ち寄って紹介すること。今回の
テーマ「時代小説」で思い浮か
んだ本の、印象に残っているシ 
ーンなどを紹介しました。「人の
意見は否定しない」というルー
ルの下、笑顔で語り合いました。

　臨江閣では３月15日㈰までひ
な人形展を開催しています。28
日にはボランティアたちが写真
を見本にしながら飾りつけ。江
戸末期から昭和初期にかけて製
作された段飾りや御殿飾りのひ
な人形14飾りが並びました。期
間中の３月１日㈰には関連イベ
ントもあります。

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300311



申申し込み　問問い合わせ

事
前
登
録
で
証
明
交
付
を
通
知

　

登
録
型
本
人
通
知
制
度
は
、
代
理

人
や
第
三
者
の
請
求
で
住
民
票
や
戸

籍
謄
抄
本
な
ど
が
交
付
さ
れ
た
と
き

に
、
本
人
に
通
知
す
る
制
度
。
本
市

に
住
民
登
録
し
て
い
る
か
本
籍
の
あ

る
人
が
対
象
で
、
事
前
の
登
録
が
必
要

で
す
。
登
録
申
込
は
、
申
込
書
と
官

公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明

書
（
郵
送
の
場
合
は
写
し
）
を
用
意

し
、
市
役
所
市
民
課
へ
直
接
持
参
す

る
か
郵
送
で
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
１
４

乾
燥
す
る
こ
の
時
季
は
火
に
注
意

　

３
月
１
日
㈰
か
ら
７
日
㈯
ま
で
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
。
火
の

取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
防
災
用
品
を
取
り
扱
う
販
売
店

な
い
天
気
や
時
間
帯
に
行
い
、
飛
散

防
止
に
努
め
る
❺
近
隣
住
民
へ
の
周

知
や
配
慮
に
努
め
る
❻
農
薬
を
使
用

し
た
ら
記
帳
す
る

問
農
政
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
０
４

堆
肥
な
ど
は
適
正
な
管
理
を

　

堆
肥
や
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
管
理
・

使
用
す
る
時
は
、
臭
い
や
河
川
流
入

な
ど
で
周
辺
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
堆
肥
な
ど
を
管
理
す
る
と
き

　

❶
で
き
る
だ
け
堆
肥
舎
に
収
容
❷

畑
な
ど
に
置
く
場
合
は
防
水
シ
ー
ト

を
下
に
敷
き
、
上
に
も
掛
け
て
風
で

飛
ば
な
い
よ
う
固
定
❸
住
居
か
ら
離

し
て
置
く
❹
必
要
以
上
の
在
庫
を
持

た
な
い

●
堆
肥
を
ま
く
と
き

　

❶
強
風
日
を
避
け
て
ま
き
、
す
ぐ

に
耕
う
ん
す
る
❷
住
居
周
辺
で
は
風

向
き
を
考
え
、
食
事
時
を
避
け
て
家

屋
や
塀
な
ど
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
❸
完
熟
し
た
堆
肥
を
使
用
す
る

問
農
政
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
０
５

や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す
。
電
池
切
れ
な
ど
が
起
こ
る

可
能
性
も
。
半
年
に
１
度
、
定
期
的

な
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
０
７

空
き
家
の
活
用
相
談
し
ま
せ
ん
か

　

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
専
門

家
に
相
談
で
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
27
日
㈭
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

会
場
＝
市
役
所
３
階
31
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

申
２
月
26
日
㈬
ま
で
に
空
家
利
活
用

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
０
８
１
へ

農
薬
の
使
用
は
適
正
に

　

農
薬
を
使
用
す
る
時
は
近
隣
へ
の

飛
散
な
ど
に
十
分
配
慮
し
、
周
辺
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

❶
作
物
の
病
害
虫
の
発
生
状
況
に

応
じ
て
、
適
切
に
防
除
す
る
❷
農
薬

の
使
用
量
や
回
数
の
削
減
に
努
め
る

❸
登
録
さ
れ
た
農
薬
を
使
用
し
、
使

用
方
法
を
守
る
❹
近
隣
に
影
響
が
少

く
ら
し
の
情
報

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

K'BIX

元
気
21
ま
え
ば
し
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー 

10
時
〜
19
時

窓 口
業務時間

お
知
ら
せ

定例市議会日程
日時 会議名

３月３日㈫ 13時 本会議
３月９日㈪

10時

本会議（代表質問）
３月11日㈬

本会議（総括質問）
３月12日㈭
３月16日㈪ 建設水道常任委員会（議案審査）
３月17日㈫ 総務常任委員会（議案審査）
３月18日㈬ 教育福祉常任委員会（議案審査）
３月19日㈭ 市民経済常任委員会（議案審査）
３月26日㈭ 13時 本会議

インターネットでも
定例市議会の傍聴ができます

　第１回定例市議会の日程は下表のとおりで
す。ぜひ傍聴にお越しください。また、本会
議はインターネットで生中継します。スマー
トフォンやタブレット端末などからも視聴で
きます。二次元コードからご覧ください。
問 議会事務局
☎027-898-5923
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都
市
計
画
を
変
更
し
ま
し
た

　
前
橋
勢
多
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・ 

４
号
茂
木
堀
越
線
に
つ
い
て
、
都
市

計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。
関
係
図
書

を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所
＝
県
庁
都
市
計
画
課
、
前

橋
土
木
事
務
所
、
市
役
所
都
市
計
画
課

問
市
都
市
計
画
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
４

都
市
計
画
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

　

前
橋
勢
多
都
市
計
画
特
定
用
途
制

限
地
域
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
変
更

案
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
21
日
㈮
〜
３
月
６
日
㈮

（
土
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
＝
変
更
案
に
意
見
の

あ
る
人
は
３
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
意
見
を
書
い
た
意
見
書

を
、
市
役
所
都
市
計
画
課
へ

問
同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
３

大
切
な
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理

す
る
、
お
も
ち
ゃ
の
病
院
を
実
施
し

ま
す
。

日
時
＝
❶
２
月
22
日
㈯
❷
23
日
㈰
、

10
時
〜
12
時

会
場
＝
❶
は
プ
チ
ち
ゃ
れ
粕
川
児
童

館
❷
は
第
二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８

建
築
物
防
災
週
間
に
啓
発
活
動

　

３
月
１
日
㈰
か
ら
７
日
㈯
ま
で
は

全
国
一
斉
の
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。

３
月
２
日
㈪
に
中
心
市
街
地
の
雑
居

ビ
ル
な
ど
を
対
象
に
防
災
啓
発
活
動

を
実
施
。
ま
た
、
期
間
中
は
定
期
報

告
が
滞
っ
て
い
る
建
築
物
に
立
ち
入

り
検
査
を
行
い
ま
す
。

問
建
築
指
導
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
５
３

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
下

表
の
と
お
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

公
売
期
間
＝
３
月
３
日
㈫
13
時
〜
10

日
㈫
13
時

申
２
月
26
日
㈬
23
時
ま
で
に
ヤ
フ
ー

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

問
収
納
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
３
０

国
際
教
育
推
進
委
員
会
の
傍
聴

　

委
員
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
25
日
㈫
15
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
南
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

申
当
日
14
時
30
分
〜
50
分
に
会
場
へ

直
接

問
青
少
年
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
７
４

公売財産の概要（種別面積は登記簿による）

所在地 種別 面積 最低
公売価額

上泉町 宅地・居宅 土地　165.48㎡
建物　149.05㎡ 280万円

天川大島町
一丁目 宅地・居宅

土地　112.39㎡
　　　   60.16㎡（持分2分の1）
建物　　89.43㎡

400万円

新型コロナウイルス
感染症への予防対策を

　昨年12月以降、新型コロナウイル
スによる感染症が発生しています。こ
の感染症には季節性インフルエンザと
同様の対策が有効。マスクの着用や石
けんを使った手洗いをはじめ、咳やく
しゃみが出ている場合にはティッシュ
やハンカチなどで口や鼻をおさえるな
ど、感染予防対策をお願いします。
　問い合わせは保健予防課（☎027-
220-5785）か、厚生労働省電話相談窓
口（☎03-3595-2285）へ。同省電話
相談は９時から21時までで、土日曜・
祝日も実施しています。

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300313



申申し込み　問問い合わせ

ま
ち
な
か
で
男
女
交
流
を

　

ま
ち
な
か
縁
活
カ
フ
ェ
「
未
来
を

み
つ
め
て
楽
し
い
縁
活
」
を
開
催
。

独
身
の
男
女
で
交
流
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１
日
㈰
14
時
〜
16
時

会
場
＝
喫
茶
こ
ま
ち
（
本
町
二
丁
目
）

対
象
＝
20
代
〜
お
お
む
ね
30
代
の
独

身
の
人
、男
女
各
６
人
程
度
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
１
０
０
円

申
２
月
24
日
㈪
ま
で
に
メ
ー
ル
で
。

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、

ennkastu@
yahoo.co.

jp

で
問
前
橋
の
地
域
若
者
会
議m

iddle

縁
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
・
池
田

さ
ん

☎
０
９
０
‐
９
８
２
２
‐
０
２
９
１

丹
精
に
栽
培
し
た
花
を
展
示
即
売

　

花
き
約
１
５
０
点
を
集
め
た
花
共

進
会
を
、
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
で

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
❶
２
月
27
日
㈭
11
時
30
分
〜

18
時
❷
28
日
㈮
10
時
〜
15
時

そ
の
他
＝
❷
の
15
時
か
ら
展
示
即
売

会
を
実
施
。
完
売
次
第
終
了
し
ま
す

問
農
政
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
０
７

上
電
で
行
く
東
京
散
策

　
上
電
で
行
く
前
橋
市
民
号
を
開
催
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
天
望
デ
ッ
キ
搭

乗
や
築
地
場
外
市
場
、
浜
離
宮
、
浅

草
散
策
、
船
上
か
ら
桜
を
眺
め
る
隅

田
川
ク
ル
ー
ズ
が
楽
し
め
ま
す
。
築

地
の
寿
司
昼
食
と
夕
軽
食
の
２
食
付

き
で
す
。

集
合
日
時
＝
３
月
21
日
㈯
・
４
月
４

日
㈯
、
７
時
５
分

集
合
場
所
＝
上
毛
電
鉄
中
央
前
橋
駅

（
城
東
町
三
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
40
人

費
用
＝
18
歳
以
上
１
万
３
，
６
０
０

円
、
12
歳
〜
17
歳
１
万
２
，
６
０
０

円
、
４
歳
〜
11
歳
１
万
５
０
０
円

申
２
月
20
日
㈭
９
時
か
ら
上
毛
電
鉄

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
５
９
７
へ

前
橋
で
の
就
職
を
支
援

　

市
内
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る

学
生
と
既
卒
生
を
対
象
に
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
も
で
き
ま
す
。
ス
ー
ツ
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
５
日
㈭
13
時
〜
16
時

会
場
＝
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
ま
え
ば
し

対
象
＝
来
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
・

大
学
院
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校

生
、
市
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
お

お
む
ね
40
代
前
半
ま
で
の
人

参
加
企
業
＝
市
内
に
自
社
の
就
業
場

所
が
あ
る
企
業
30
社
程
度

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
同
館

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
４
６
３
４

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
９
０
９
４

　

名
作
映
画
劇
場
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
５
日
㈭
・
13
日
㈮
、
14
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
１
１
２
人

内
容
＝
「
第
三
の
男
」（
ジ
ョ
ゼ
フ
・

コ
ッ
ト
ン
主
演
）

申
当
日
同
館
へ
直
接

市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

⃝

映
画
会
ぷ
ち
シ
ネ
マ

日
時
＝
２
月
20
日
㈭
14
時
〜
15
時
40
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

内
容
＝
思
い
出
ト
ラ
ン
プ
（
向
田
邦

子
朗
読
ド
ラ
マ
）

申
当
日
同
館
へ
直
接

⃝

講
演
会
「
春
分
を
向
か
え
た
季
節

に
赤
城
南
麓
に
広
が
る
歴
史
の
旅
を

し
よ
う
！
」

　
『
旧
町
名
へ
の
旅
』
著
者
の
倉
地

啓
仁
さ
ん
を
講
師
に
、
赤
城
南
麓
を

走
る
上
毛
電
気
鉄
道
沿
線
か
ら
見
た

地
名
の
記
憶
を
た
ど
り
ま
す
。ま
た
、

赤
城
南
麓
に
伝
わ
る
伝
説
も
話
し
ま

す
。

日
時
＝
３
月
７
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
60
人

申
同
館
へ

⃝

講
座
「
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
で
も
っ
と

本
を
楽
し
も
う
」

　

手
芸
家
の
南
部
美
恵
子
さ
ん
を
講

師
に
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
３
月
17
日
㈫
10
時
〜
12
時

会
場
＝
図
書
館
富
士
見
分
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

用
意
す
る
物
＝
布
（
20
㌢
㍍
×
40
㌢

㍍
以
上
）、
針
、
白
と
黒
の
糸
、
鉛

筆
か
チ
ャ
コ
ペ
ン

費
用
＝
１
０
０
円

申
２
月
14
日
㈮
か
ら
市
立
図
書
館
へ

催　

し

広報まえばし　令和２年２月 15日号 14



市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

⃝

映
画
会
ぷ
ち
シ
ネ
マ

日
時
＝
２
月
20
日
㈭
14
時
〜
15
時
40
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

内
容
＝
思
い
出
ト
ラ
ン
プ
（
向
田
邦

子
朗
読
ド
ラ
マ
）

申
当
日
同
館
へ
直
接

⃝

講
演
会
「
春
分
を
向
か
え
た
季
節

に
赤
城
南
麓
に
広
が
る
歴
史
の
旅
を

し
よ
う
！
」

　
『
旧
町
名
へ
の
旅
』
著
者
の
倉
地

啓
仁
さ
ん
を
講
師
に
、
赤
城
南
麓
を

走
る
上
毛
電
気
鉄
道
沿
線
か
ら
見
た

地
名
の
記
憶
を
た
ど
り
ま
す
。ま
た
、

赤
城
南
麓
に
伝
わ
る
伝
説
も
話
し
ま

す
。

日
時
＝
３
月
７
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
60
人

申
同
館
へ

⃝

講
座
「
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
で
も
っ
と

本
を
楽
し
も
う
」

　

手
芸
家
の
南
部
美
恵
子
さ
ん
を
講

師
に
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
３
月
17
日
㈫
10
時
〜
12
時

会
場
＝
図
書
館
富
士
見
分
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

用
意
す
る
物
＝
布
（
20
㌢
㍍
×
40
㌢

㍍
以
上
）、
針
、
白
と
黒
の
糸
、
鉛

筆
か
チ
ャ
コ
ペ
ン

費
用
＝
１
０
０
円

申
２
月
14
日
㈮
か
ら
市
立
図
書
館
へ

●
松
井
泉
さ
ん
、
澤
野
一
博
さ

ん
＝
囲
碁
の
碁
盤
・
碁
石
を
総

合
福
祉
会
館
へ

●
日
本
道
路
建
設
業
協
会
関
東

支
部
＝
発
動
発
電
機
２
台
を
道

の
駅
で
の
活
用
の
た
め
に

●
前
橋
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

＝
知
育
玩
具
を
前
橋
特
別
支
援

学
校
へ

赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
‐
２
８
７
‐
８
２
２
７

　
「
赤
城
探
検
隊
〜
森
へ
行
こ
う
」

を
開
催
。
詳
し
く
は
同
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
３
月
７
日
㈯
〜
８
日
㈰
（
１

泊
２
日
）

対
象
＝
小
学
生
〜
中
学
生
、

先
着
24
人

費
用
＝
６
，
１
２
０
円

申
同
館
へ

昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
３
２
１

　

中
学
生
の
ブ
ラ
ス
！
オ
ン
ス
テ
ー

ジ
２
０
２
０
を
開
催
。
市
内
中
学
校

吹
奏
楽
部
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
最
新
の
ヒ
ッ

ト
曲
ま
で
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
21
日
㈯
13
時

申
当
日
同
館
へ
直
接

前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
８
８
３
３

⃝
本
の
福
袋
「
○
○
袋
」

　
袋
に
入
れ
た
ま
ま
本
を
貸
し
出
し
、

自
分
で
は
選
ぶ
こ
と
の
な
い
本
と
出

合
え
る
本
の
福
袋
「
○
○
袋
」
を
３

月
26
日
㈭
か
ら
開
催
。
○
○
袋
に
入

れ
る
本
を
選
ぶ
人
と
○
○
袋
を
注
文

し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

❶
本
を
選
ぶ

　

テ
ー
マ
と
対
象
年
齢
を
設
定
し
、

前
橋
こ
ど
も
図
書
館
所
蔵
の
本
か
ら

３
冊
か
５
冊
の
セ
ッ
ト
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。
同
館
窓
口
で
配
布
す
る

用
紙
と
、
ポ
ッ
プ
に
借
り
る
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
入
し
、
本
と

一
緒
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
○
○
袋
の
注
文

　

子
ど
も
の
好
み
や
年
齢
に
合
わ
せ

て
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
選
ん
だ
本
を

５
冊
セ
ッ
ト
に
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象
は
15
歳
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
、
先
着
10
人
で
す
。
窓
口
で

調
査
カ
ー
ド
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
❶
は
２
月
27
日
㈭
〜
３
月
19
日
㈭

❷
は
２
月
27
日
㈭
〜
３
月
12
日
㈭
に

同
館
へ
直
接

⃝
Let's Enjoy English

　

前
橋
女
子
高
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
が
英
語
の

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
29
日
㈯
10
時
〜
12
時

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
２
５
４
８

⃝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
・
９
！
ま
つ
り

日
時
＝
３
月
７
日
㈯
14
時
〜
15
時
30
分

内
容
＝
丸
折
り
紙
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

体
験
、
綿
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
販

売
な
ど

⃝

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影
「
星

空
と
と
も
に
」

日
時
＝
３
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
、
14

時
30
分
〜
15
時
15
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
１
０

０
人

内
容
＝
東
日
本
大
震
災
時
の
星
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
仙
台
市
天
文

台
ス
タ
ッ
フ
が
ま
と
め
た
追
悼
番
組

申
当
日
14
時
か
ら
同
館
で
整
理
券

を
配
布

⃝

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅳ

「
春
の
星
座
と
管
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
響
き
」

日
時
＝
３
月
15
日
㈰
10
時
30
分
〜
11

時
15
分
・
11
時
30
分
〜
12
時
15
分

対
象
＝
一
般
、
各
70
人
（
抽
選
）

申
２
月
28
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
組
１
通
）。
希
望
時

間
・
代
表
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
・
参
加
人
数
（
大
人
と
子
ど
も

各
人
数
）
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐

０
０
１
３
西
片
貝
町
五
丁
目
８
・
児

童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅳ
係
」
へ

男
女
共
同
参
画
冊
子
を
一
緒
に

　

男
女
共
同
参
画
情
報
誌
「
新
樹
」

の
企
画
や
取
材
、
編
集
を
す
る
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

任
期
＝
４
月
か
ら
２
年
間

対
象
＝
一
般
、
１
人
（
選
考
）

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
１
７

募　

集
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申申し込み　問問い合わせ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
一
緒
に
学
ぼ
う

　

Ｍ
サ
ポ
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

じ
め
の
一
歩
」
を
開
催
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
17

の
開
発
目
標
）
と
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
や
活
動
な
の
か
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
３
月
18
日
㈬
18
時
30
分
〜
20
時

会
場
＝K'BIX

元
気
21
ま
え
ば
し

（
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
）
内
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
３
月
15
日
㈰
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
６
へ

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
の
魅
力
紹
介

　

国
際
理
解
講
座
を
開
催
。
ス
ペ
イ

ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
一
人
旅
を

果
た
し
た
奥
野
三
千
雄
さ
ん
が
、
そ

の
魅
力
を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
７
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
35
人

申
市
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
７
７
８
８
へ

介
護
予
防
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
付
与

　

介
護
予
防
活
動
ポ
イ
ン
ト
の
登
録

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
10
日
㈫
13
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

申
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８
へ

家
族
で
ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る

　

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
家
族
の
教

室
を
開
催
。
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
を

家
族
が
理
解
し
、
本
人
へ
の
家
族
の

対
応
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
＝
３
月
５
日
㈭
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
18
歳

〜
40
歳
の
ひ
き
こ
も
り
の
人
の
家
族
、

先
着
20
人

申
３
月
４
日
㈬
ま
で
に
保
健
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
７
へ

起
業
家
向
け
資
金
繰
り
セ
ミ
ナ
ー

　

し
の
の
め
信
用
金
庫
か
ら
講
師
を

招
い
て
資
金
繰
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
資
金
繰
り
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
安
定
経
営
の
た
め
の
実

践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
３
月
18
日
㈬
18
時
30
分
〜
20
時

会
場
＝
創
業
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
起
業
に
興
味
が
あ
る
か
起
業

後
間
も
な
い
人
、
先
着
30
人

費
用
＝
５
０
０
円

申
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
９
６
６
６
へ

認
知
症
予
防
の
た
め
の
運
動
習
慣

　

脳
力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を

開
催
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど

の
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
、
脳
の
健

康
を
保
つ
こ
つ
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
４
月
７
日
〜
６
月
２
日
の
火

曜
８
回
、
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
在
住
で
医
師
か
ら
運
動

制
限
を
さ
れ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

人
、
20
人
（
抽
選
）

申
３
月
13
日
㈮
ま
で
に
長
寿
包
括
ケ

ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

研
修
を
受
け
て
介
護
に
備
え
を

　

介
護
の
基
本
的
な
知
識
を
学
ぶ
、

「
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
」
を

開
催
。
修
了
証
が
取
得
で
き
ま
す
。

ど
ち
ら
か
１
日
の
参
加
で
す
。

日
時
＝
３
月
21
日
㈯
・
25
日
㈬
、
９

時
〜
15
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
30
人

費
用
＝
各
２
，
２
０
０
円

申
３
月
６
日
㈮
ま
で
に
長
寿
包
括

ケ
ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
７
６
へ

２
月
の
納
税

●
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
＝
３
月

２
日
㈪
ま
で

講
座
・
教
室

● スケート（３月３日㈫、AL 
SOKぐんま総合スポーツセ
ンター）
　詳しくは市スポーツ協
会（☎027-289-0607）に問
い合わせるか、同協会ホー
ムページをご覧ください。

市民スポーツ祭情報

税
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問
収
納
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
２
６

給
与
明
細
に
広
告
載
せ
ま
せ
ん
か

　

本
市
職
員
（
約
３
，
４
０
０
人
）

の
給
与
明
細
書
に
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
る
か
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
企
業
や
団
体
な
ど
（
抽
選
）

掲
載
ス
ペ
ー
ス
＝
給
与
明
細
書
（
Ａ

４
判
）
裏
面
縦
２
１
０
㍉
㍍
×
横
１

４
８
㍉
㍍
、
４
月
〜
９
月
の
７
回
分

費
用
＝
13
万
２
，
０
０
０
円

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
職
員
課
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

申
３
月
６
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
に
記

入
し
、
同
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
５
０
４
）
へ
直
接

来
年
度
の
産
業
補
助
金
説
明
会

　

本
市
の
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
令
和

２
年
度
改
訂
版
の
発
行
に
先
立
ち
、

補
助
金
制
度
な
ど
の
各
種
産
業
振
興

事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
４

月
か
ら
の
新
規
事
業
と
既
存
事
業
の

変
更
内
容
を
説
明
す
る
他
、
各
支
援

団
体
に
よ
る
支
援
制
度
の
説
明
も
し

ま
す
。

日
時
＝
３
月
９
日
㈪
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

会
場
＝
前
橋
商
工
会
議
所
（
日
吉
町

一
丁
目
）

対
象
＝
市
内
の
事
業
者
や
金
融
機
関
、

支
援
者
な
ど
、
先
着
１
０
０
人

申
３
月
５
日
㈭
ま
で
に
、
所
属
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
記
入

し
、
産
業
政
策
課
（
☎
０
２
７
‐
８

９
８
‐
６
９
８
３
）
へ

kougyou 
@

city.m
aebashi.gunm

a.jp

で

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
活
用
へ
準
備
を

　

来
年
度
実
施
予
定
の
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
事
業
。
総
務
省
で
は
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ

を
活
用
し
て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
店

舗
開
拓
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｐ
Ｑ

Ｒ
と
は
、
複
数
社
あ
る
決
済
二
次
元

コ
ー
ド
を
１
つ
に
統
一
し
、
複
数
社

の
決
済
に
対
応
す
る
も
の
。
５
月
か

ら
の
申
し
込
み
に
先
駆
け
、
一
部
の

決
済
事
業
者
へ
の
申
し
込
み
が
で
き

る
説
明
会
と
申
込
会
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
み
に
必
要
な
書
類
な

ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
る
か
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
27
日
㈮
14
時

会
場
＝
前
橋
商
工
会
議
所
（
日
吉
町

一
丁
目
）

対
象
＝
市
内
に
店
舗
が
あ
る
❶
法
人

❷
個
人
事
業
主
、
先
着
50
人
程
度

用
意
す
る
物
＝
申
し
込
み
す
る
人
は

次
の
全
て
を
Ａ
４
用
紙
に
片
面
印
刷

で
。
許
認
可
の
写
し
、
店
舗
の
内

観
・
外
観
写
真
、
事
業
内
容
が
分
か

る
物
、
金
融
機
関
お
届
け
印
、
❶
は

登
記
簿
謄
本
の
コ
ピ
ー
❷
は
顔
写
真

付
き
身
分
証
明
書
の
コ
ピ
ー
な
ど

申
未
来
の
芽
創
造
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
４
２
７
へ

⃝

休
日
当
番
動
物
病
院
案
内

問
録
音
案
内

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
８
３
３
３

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
禁
煙
を

　

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開
催
し
ま

す
。
呼
気
一
酸
化
炭
素
と
尿
中
ニ
コ

チ
ン
代
謝
物
の
濃
度
を
測
定
。
保
健

師
と
の
面
接
を
行
い
、
禁
煙
開
始
か

ら
３
カ
月
間
支
援
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
11
日
㈬
・
12
日
㈭
、
９

時
〜
16
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン

タ
ー

申
３
月
４
日
㈬
ま
で
に

健
康
増
進
課
☎
０
２
７
‐

２
２
０
‐
５
７
８
４
へ

課
税
の
な
い
口
座
振
替
登
録
廃
止

　

10
年
間
課
税
が
な
く
口
座
振
替
の

実
績
が
な
い
税
目
の
口
座
登
録
を
廃

止
し
ま
す
。
今
後
、
廃
止
し
た
税
目

に
課
税
が
生
じ
た
場
合
は
、
納
付
書

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
平
成
23
年
３
月
31
日
以
前
に

口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し
た
税
目

の
う
ち
、
平
成
22
年
度
か
ら
本
年
度

ま
で
課
税
が
な
く
口
座
振
替
実
績
の

な
い
個
人
市
県
民
税
（
普
通
徴
収

分
）、
固
定
資
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健　
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事
業
者
向
け

ザスパクサツ群馬
会場は正田醤油スタジアム群馬
２月23日㈰14:00
vs.アルビレックス新潟

３月８日㈰17:00
vs.アビスパ福岡

３月18日㈬19:00
vs.FC琉球

プロスポーツ試合情報 ）（

そ
の
他
の
情
報

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300317



診療時間は９時～18時。費用は休日の初診料金。
目的は、急な病気やけがなどの診療治療で、処方日数は１日～数日です。 市医師会

HP

小児科 内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

２
月
16
日
㈰

なんきつこども
クリニック
（児）

荒牧町一丁目
☎027-235-2558

うぶかた循環器
クリニック
（内）

城東町二丁目
☎027-231-2511

みやざき内科
クリニック

（内）
元総社町

☎027-212-5000

まえはら内科

（内）
下小出町二丁目
☎027-212-7313

神宮医院

（整）
岩神町三丁目
☎027-289-0500

あらい
クリニック
（外内）
元総社町

☎027-253-0100

上
※

条女性
クリニック

（婦）
高崎市栗崎町
☎027-345-1221

つれいし
耳鼻咽喉科
（耳鼻）

高崎市上小塙町
☎ 027-343-2131

高山眼科
緑町医院
（眼）

高崎市緑町一丁目
☎027-361-6888

２
月
23
日
㈰

須田こども
クリニック

（児）
後閑町

☎027-265-6777

定方医院

（内）
亀里町

☎027-265-0345

飯塚医院

（内）
荒口町

☎027-268-5600

つくも
内科医院
（内）

富士見町原之郷
☎027-230-5085

山下医院

（外）
城東町四丁目
☎027-231-3726

あさくらスポーツ
リハビリテーションクリニック

（整）
朝倉町

☎027-265-6522

神岡産婦
人科医院
（産婦）

石倉町五丁目
☎027-253-4152

橋爪耳鼻
咽喉科医院
（耳鼻）

本町一丁目
☎027-221-2745

宮久保眼科

（眼）
荒牧町二丁目
☎027-234-3511

２
月
24
日
㈪

みどり小児科

（児）
嶺町

☎027-269-8885

敷島医院

（内）
川原町

☎027-235-9339

わかまつ循環
器科内科医院

（内）
西片貝町五丁目
☎027-243-8700

すえまる内科

（内）
新堀町

☎027-212-5162

大島整形
外科医院
（整）
荒牧町

☎027-231-3711

平井外科医院

（外）
大友町二丁目
☎027-251-5803

松
※

原医院

（婦）
高崎市新保町
☎027-353-4103

宮下
耳鼻咽喉科
（耳鼻）

高崎市正観寺町
☎027-361-7325

あかばね
眼科

（眼）
高崎市上並榎町
☎027-388-9111

３
月
１
日
㈰

石倉町こども
クリニック

（児）
石倉町五丁目
☎027-253-6600

佐治内科医院

（内児）
端気町

☎027-264-3500

江沢医院

（内）
粕川町女渕

☎027-285-6777

富沢内科医院

（内）
石倉町二丁目
☎027-251-4779

あべ
クリニック

（整）
富士見町原之郷
☎027-288-9511

込谷
クリニック

（外）
岩神町四丁目
☎027-231-0366

いとうレディース
クリニック
（産婦）
朝倉町

☎027-290-3531

町井
耳鼻咽喉科
（耳鼻）

文京町二丁目
☎027-221-2551

羽鳥眼科

（眼）
天川町

☎027-243-3711

３
月
８
日
㈰

鈴木
小児科医院
（児内）
後閑町

☎027-263-2967

永島内科医院

（内）
三俣町二丁目
☎027-232-6435

長崎医院

（内）
住吉町二丁目
☎027-231-3274

老年病研究所
附属病院
（内）

大友町三丁目
☎027-253-3311

中村外科医院

（外）
文京町一丁目
☎027-221-3951

せき整形外科
クリニック

（整）
三河町一丁目
☎027-226-6631

高
※

崎市夜間休
日急病診療所

（婦）
高崎市高松町
☎027-381-6119

耳鼻咽喉科
古川雅子診療室

（耳鼻）
高崎市八島町
☎027-322-1415

たかはし眼科
クリニック

（眼）
高崎市西島町
☎027-350-7077

夜
間
・
救
急
な
ど

夜間急病診療所　☎027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　20時～24時
※日曜・祝日の９時～12時も診察。
救急病院案内（24時間体制）　☎027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。
こども医療電話相談　#8000　月～土曜＝18時～翌８時、
日曜・祝日＝８時～翌８時
※IP電話・ダイヤル回線からはつながりません。携帯電話か
らかけてください。

歯　
科

歯科医師会休日診療所　☎027-237-3685
岩神町二丁目19-9
日曜・祝日、10時～12時・13時～15時

薬　
局

市薬剤師会会営薬局　☎027-223-8400
紅雲町一丁目2-15
日曜、９時30分～16時
※祝日は最寄りの薬局に問い合わせてください。

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
２ 月16日 ㈰ 小山接骨院（若宮町三丁目）☎027-237-1259 かすかわ接骨院（粕川町女渕）☎027-289-6933

２ 月23日 ㈰ 森下接骨院（樋越町）☎027-283-0994 野口接骨院（総社町総社）☎027-252-5918

２ 月24日 ㈪ 花みずき整骨院（総社町総社）☎027-252-8023 かえで整骨院（山王町一丁目）☎027-267-0802

３ 月 １ 日 ㈰ 松岡接骨院（住吉町二丁目）☎027-231-1683 夏目接骨院（荻窪町）☎027-269-8269

３ 月 ８ 日 ㈰ あさひな接骨院（関根町三丁目）☎027-260-1234 佐藤接骨院（鳥取町）☎027-269-5895

※２月16日・24日・３月８日の婦人科は12時まで。13時～18時は産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。

広報まえばし　令和２年２月 15日号 18



広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。広 告

前橋総合卸売市場

月１回、消費者が市場で買い物ができる「だんべえ市」を開催します。

前橋市ホームページ バナー広告より ご覧いただけます
TEL.027－261－3311(前橋市東片貝町398)　

売り切れ
次第終了

2 22土

今後の開催日 ３月28日㈯午前8時30分～売り切れ次第終了(第4土曜日）
４月25日㈯午前8時30分～売り切れ次第終了(第4土曜日）

水産物・マグロ・果実・野菜・精肉（国産和牛・県内産豚肉）・
一般食料品・菓子・漬物、生花・米・鶏卵

即売
品目　

午前８時30分～
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